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地域防災力・減災力の強化

53,780
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（目指す姿）

行政職員が、災害について理解を深め、防災意識の向上を図る。

現 状 と
課 題

　近年は、令和元年東日本台風をはじめとして豪雨や台風による洪水氾濫、土砂災害が日本各
地で頻発している。
　令和３年８月の大雨では土砂流出により木曽地域や諏訪地域でも土砂災害による被害が発
生している。降雨時における土砂災害発生の予兆現象の認知方法等について学習することで、
降雨時における被害軽減について職員の知識向上を図るとともに、日頃から防災意識を高める
ことが重要である。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　木曽地域は谷沿いにある集落が多く、土砂災害のリスクが高いことから、土砂災害に関する学
識経験者を講師として研修会（講演会）を実施し、土砂災害に関する知識を向上させる。長野県
職員（25名）のほか、町村職員（12名）及び消防本部職員（３名）にも参加を呼び掛け、研修の成
果を幅広く地域に還元する（参加人数40名程度）。町村防災担当者は、役場内や消防団の訓練
において、研修内容をもとに土砂災害の留意点等を広く伝えていく。
【講演会】（12月９日木曜日）
・演題　「長野県の土砂災害環境と土砂災害発生のメカニズムについて」
・講師　信州大学学術研究院農学系教授　平松　晋也　氏

事業期間

今後の方向性
職員の人事異動のローテーション等も加味しつつ、複数のテーマをローテーションさせながら毎
年同様の研修会を実施し、地方部としての防災力の向上・維持に努めていきたい。
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事業を構成する細事業名等 実施内容

合　　　　　　計
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業
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・
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果

土砂災害をメインテーマとした県・町村職員を対象とした防災研修会は近年実施していなかったため、職員
の知識の習得や再確認のためには有益であった。
アンケ―ト結果では、「大学の講義のようで、難しかった」との意見もあったが、多くの参加者からは「土砂災
害の発生メカニズムを理解できた」「早期避難の重要性を理解」できたなど肯定的け意見を得られた。理解
度としても、93％が理解度３以上（５段階中）であり、研修会に一定の成果が認められた。
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